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●● 主催者挨拶（13:30） 秦 喜秋 三井住友海上火災保険株式会社 取締役会長

第一部 (13:40～14:55） 生物多様性に関する各分野における最新情報のご紹介
●● 環境省生物多様性地球戦略企画室 ： 企業活動ガイドラインなど生物多様性に関する最近の取組

●● ドイツＣＯＰ９「Ｂ＋Ｂ」事務局 ： 「Ｂ＋Ｂ」のＣＯＰ１０に向けての活動予定

●● ＣＯＰ１０支援実行委員会 ： ＣＯＰ１０に向けての活動計画

●● 企業と生物多様性ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ（JBIB） ： ＪＢＩＢの活動報告及びＣＯＰ１０に向けての活動予定

企業が語るいきものがたりPart２

～ ＣＯＰ１０に向け、企業活動と
生物多様性の関係を明らかにする ～

2008年11月26日（水）
13:30～17：30

■■ 開催の主旨

日本における生物多様性の取り組みは、昨年１１月に「生物多様性第３次国家戦略」が閣議決定し、今
年５月には「生物多様性基本法」が制定されるなど、行動を進める上での環境が整いつつあります。また、
２０１０年のＣＯＰ１０（生物多様性条約第１０回締約国会議）が愛知・名古屋での開催が決定し、今後
は更に生物多様性の問題に関心が高まっていくものと考えます。
当社は、昨年の１１月に「企業が語るいきものがたりPart１」と銘打ち、企業が取り組みをはじめる

キッカケ作りのためのシンポジウムを開催しご好評をいただきました。今回は、企業が生物多様性保全の
取組みを行う上で考えていかなければならないテーマについて、パネルディスカッションを中心とした分
科会形式で行い、皆様とともに具体的な課題の理解及び情報共有をしていくことにいたしました。
当日は、生物多様性にかかわる各分野（環境省、ドイツＣＯＰ９ 「ビジネスと生物多様性イニシアティ

ブ（Ｂ＋Ｂ）」事務局、ＣＯＰ１０支援実行委員会）の方もから、最新の活動内容やＣＯＰ１０に向けて
の活動予定などをお話していただく予定です。

■■ プログラム 開場13:00 開会13:30 閉会17:30

第二部 (15:10～16:40） テーマ別分科会 （以下のテーマに関するパネルディスカッション）
企業の実務者が、今一番知りたいトピックスについて各分野の第一線でご活躍の方々にご討議いただきます。

まとめ (16:55～17:30） 各分科会からの報告及び全体まとめ
●● 各分科会からの報告 ： 各分科会コーディネーター

●● 全体まとめ ： 足立直樹（株式会社レスポンスアビリティ代表取締役・ＪＢＩＢ事務局長）

閉会 （17:30）

※都合によりプログラムを変更する場合があります。
（敬称略・順不同）

第１第１
◎ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：薗田綾子（ｸﾚｱﾝ） ○ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：粟野美佳子（WWFｼﾞｬﾊﾟﾝ）、他JBIB企業2社
<ﾃｰﾏ>：環境報告書を読み解く <内容>：企業の認識度の調査結果をもとに現状理解と情報発信方法の検討

第２第２

第３第３

第４第４

第５第５

<ﾃｰﾏ>：生物多様性の関係性MAP <内容>：企業活動と生物多様性のつながりを理解しやすくする為の手法

◎ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：斉藤千恵（秋村組） ○ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：坂本有希（地球・人間環境ﾌｫｰﾗﾑ）、他JBIB企業2社

◎ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：原口真（ｲﾝﾀｰﾘｽｸ総研） ○ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：廣瀬光子（日本自然保護協会）、他専門家１名・JBIB企業１社予定

<ﾃｰﾏ>：生物多様性のモニタリング手法 <内容>：企業の取り組み評価に最適なﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ手法の検討

<ﾃｰﾏ>：自治体と企業と生物多様性 <内容>：自治体と企業との協働取り組みにおける背景及び期待について

◎ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：開発法子（日本自然保護協会） ○ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：千葉・愛知・滋賀各県担当者、他企業１社予定

<ﾃｰﾏ>：生物多様性とビジネスチャンス <内容>：生物多様性に取り組むことで得られるﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬﾝｽについて

◎ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：石田秀輝（東北大学大学院） ○ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：瀧澤信（ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙ・ｲﾝﾍﾞｽﾀｰ）、他JBIB企業2社



■■ 開催概要

【日時】 2008年11月26日（水） 13:30～17:30
【会場】 中央大学駿河台記念館（千代田区神田駿河台3-11-5）

最寄駅：ＪＲ「お茶の水駅」徒歩3分、千代田線「新お茶の水駅」B1・B3徒歩5分
丸の内線「御茶の水駅」徒歩6分、都営新宿線「小川町駅」B5徒歩5分
※地図をご参照ください。

【定員】 200名（応募者多数の場合は先着順。お申し込みの方には参加可否のご返信をメール
でお送りします）

【対象者】 ・企業の環境・社会貢献・ＣＳＲに関係されている方
・生物多様性を活動の柱にしているＮＧＯ・ＮＰＯの方
・生物多様性に興味を持たれている一般の方

【参加費】 無料

主催者 ： 三井住友海上火災保険株式会社
後 援 ： 環境省、ＣＯＰ１０支援実行委員会
特別協力： 企業と生物多様性イニシアティブ（ＪＢＩＢ）
協 力 ： 日本経団連自然保護協議会

三井住友海上火災保険株式会社総務部地球環境・社会貢献室
「生物多様性シンポジウム」事務局 （担当：斉藤、浦嶋）行
E-mail：kankyokoken@ms-ins.net （tel：03-3297-4004）

お問合わせ
連絡先

【お申込方法】
本シンポジウムに参加を希望される方は、下記事項をご記入の上、kankyokoken@ms-ins.net宛に
お申し込みください。申込締め切りは、11月１９日（水）必着です。
1.貴社(団体)名 2.お役職／ご所属名 3.ご芳名（フリガナ） 4.E-mail 5.電話番号 6.FAX番号
7.参加を希望する分科会（第１/第２/第３/第４/第５から第1希望及び第2希望の２つをお選びください）

※定員を超過した場合は、第1希望を優先に先着順とさせていただきます。
--以降は任意でご記入ください--

a.ご質問（分科会にて参考とさせていただきます） b.生物多様性保全に関する貴社の取り組み内容について
※200名を定員として想定しています。定員を超過した場合は先着順とさせていただきます。

参加申込時にお預かりした個人情報につきましては、弊社の個人情報保護管理規程等に基づき、安全かつ適正
に管理させていただきます。

本シンポジウムは、国内で生物多様性保全に関心の高い企業（現在１８社）の集まりである

「企業と生物多様性イニシアティブ（略称：ＪＢＩＢ）」の全面的なご協力のもと企画運営しています。


